
「部会行事」参加者を増やしたい！！
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国際部会

国際部会（代表：中川周平氏・国20）では、毎

月第1月曜に定例ミーティングを開催しています。

ぎゃらりーわ編集部は6月4日ミーティングにお邪

魔して、部会の活動状況や今後の目標等について

お聞きしました。この日は国際部会代表が柳川瀬

さんから中川さんに替わった第１回の会議。国際

部会伝統のコミュニケーション重視の運営は、大

いに参考になると感じました。以下、グループ代

表の皆さんからのコメントです。（編集・浜田）

6/4月例定例ミーティングにて➡

国際部会行事グループの活動内容 代表：中川周平

1．神戸市主催神戸国際フェアーへの参加

2．Dunlop Kobe Open(国際車いすテニストーナメント)の運営支援

3．KSC学園祭 寄付資金調達目的の模擬店運営

4．神戸マラソン出発広場総合受付 通訳及び英語案内

5．わ本部事業部と連携し、日本文化(茶道・書道・生け花等)紹介の受付、

接待通訳

6．その他：留学生交流会、外国船入港時案内通訳

<今後の課題> 上記活動への参加人数は20名程度だ。部会行事情報の周知

を図り、活動参加者の増加を目指す。

多 彩 な 交 流 活 動 を 継 続 拡 大 へ

“他団体との連携等、
活動範囲を広げていきたい”

国際交流活動を楽しみながら行う国際

部会は、毎月一回定例会議を開催し、各

グループ活動実績報告や、部会全体で取

り組むイベントへの対応打合せ、わ本部

運営委員会決定事項伝達等を議題として

います。例会議事録は、期別連絡員より

全部会員に配信し、情報の共有を図って

います。

今後、神戸市内に在る他の国際交流団

体（神戸YMCA、神戸シアトル姉妹都市

協会等々）と連携し、活動の範囲を広げ

ていきたい。 （代表 中川周平）

国際部会の組織と活動

5グループが連携して活動推進
１）部会行事グループ：全部会員85名で構成

活動内容①わ本部事業部と連携した国際交流事業対応

②その他 国際親善・交流に係る活動

２）PHD協会支援グループ：部会員16名で構成

活動内容・PHD協会への支援活動

３）英語点字活動支援グループ：部会員17名で構成

活動内容・日本の童話の紹介や、朝日新聞の天声人語（英語）

を点訳し、アジアの国々の視覚障害児へ提供する活動

４）ミャンマー支援グループ：部会員8名で構成

活動内容・ミャンマー留学生との交流やミャンマーへの種々支援

５）台湾交流支援の会グループ：部会員10名で構成

活動内容・台湾留学生や、現地大学との交流活動

Dunlop Kobe Open2018

☜女子S優勝の上地結衣選手 ☝同 受付業務日
本
文
化
紹
介
・
通
訳

神
戸
マ
ラ
ソ
ン
受
付
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PHD支援グループ 代表：中川周平

1.毎年4月に来日する3人の研修生に対する、YMCA

と連携した日本語学習支援

2.PHD協会が運営資金の足しにするため売却する

古切手の縁の切り揃えや､外国切手､未使用切手の

仕分

3.その他､PHD協会の要望を受け､必要備品の寄付や

研修生との成果発表会参加等を通した交流活動

〈今後の課題〉

同内容の支援活動を「KSC国際交流友の会」や「

わ中央区会」も行っている。今後、それらグループ

と連携を深めより効果的な支援を実行していく。

台湾交流支援の会 代表 小高 功

民間交流を通じて日本・台湾間の親善を促進するた

め2か所の台湾シニア団体への訪問(1,2年に1回)を継

続し、また台湾よりの来日(過去1回の実績)の環境づ

くりを行っている。その一つとして「神戸だより」を

月一回の頻度で発行・送付し､神戸の観光スポット､文

化､イベントを紹介。更に新交流先の発掘活動に努め

ている。

また兵庫日華親善協会の留学生委員会と協力して、

台湾留学生に対する神戸散策会・懇親会他の活動を継

続し、関西地区の他関連団体と協力しての親善活動の

推進を模索している。

グループわ 関連 7- 9月 ス ケ ジ ュー ル
神戸観光局 7/ 9(月)神戸商工会議所

（華道、国際部会）

グリーンスクール 7/12(木)保養センターひよどり

しあわせの村まつり 7/28(土)しあわせの村

（むかしあそび研究会、うらしまたろう）

夏休み工作塾 8/ 4(土)しあわせの村研修館

須磨体育館イベント 8/ 5(日)須磨体育館（むかしあそび研究会)

新舞（あらいぶ） 9/23(日）元町大丸北道路

ぽー愛 7/ 5(木)わらい届け隊

7/12(木)楽遊クラブ銀雅

7/19,26(木)太極拳ゆったり体操

8/ 2(木)わらい届け隊

8/ 9(木)楽遊クラブ銀雅

8/16,23(木)太極拳ゆったり体操

きらくえん 7/ 6(金)楽遊クラブ銀雅

7/18(水)SCハワイアンズ

8/ 3(金)詩吟同好会

塩屋北地域福祉センター 7/ 6(金)男声合唱団

名谷すみれ苑 7/11(水)混声合唱団コーロKSC

透鹿園 7/15(日)SCハワイアンズ

8/25(土)SCハワイアンズ

ツクイ松宮台 8/23(木)混声合唱団コーロKSC

聖ミカエル幼稚園8/23(木)むかしあそび研究会

ミャンマー支援グループ 代表 北山 秀俊

2005年春国際9期卒業生でスタートした活動は今も続いて

いる。主な活動はミャンマー旅行を組み、英語点字本（KSC

英語点字本クラブ作成）をヤンゴンとピンウールｲン盲学校

に届ける事。私が10度ヤンゴン盲学校へこの点字本を届け

たことから、「わ」2017年度総会で功労賞を受賞した。

ミャンマー留学生との交流を、国際部会例会日や奈良・

王子動物園で行う。ミャンマー語講座を月１回「NPO法人神

戸ミャンマー皆好会」で共に学習。

英語点字活動支援グループ 代表 古賀優二

1．世界の名著や児童文学の英語本を点訳し、アジア諸

国の盲学校等に寄贈する。発展途上国では視覚障害

者が英語を学ぶための点訳本が不足しており、点訳

本の寄贈は有意義だと考えている。

2．英語点字の研修会を定期的に開催し、現役部員のス

キルアップを支援する。

3．KSC学生向け英語点字授業の講師を担い、英語点字

への理解、普及を図る。

〈今後の課題〉支援活動を継続するため、点字のＰＲ

新人研修、点字監修などを通して、新

人入会活動を一層支援する。

☜研修生日本語学習支援

支援切手整理☟

☜英語点字の

名刺作りデモ

ミャンマー

に送付した

点訳本☞

☜留学
生交流
でポー
トタワ
ー案内

ミャン
マー語
講座☞
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☜2018.3.台中
｢皢明長青大学」
との交流にて

＊)文中の｢神戸
だより」はグル
ープわHPで閲覧
できます


